国際シンポジウムInternational Symposium on Development of Terahertz Gyrotrons and Applicationsの開催 by 出原, 敏孝
国際シンポジウム
International Symposium on Development of Terahertz Gyrotrons and Applications
の開催
福井大学 遠赤外領域開発研究センター 特任教授 出原 敏孝
セ ン ター で は、IntenationalSymposiumonDevelopmentofTerahertzGyrotronsandApplicationsを、
2013年3月14日(水)-15日(金)の 期 間、文 京 キ ャパ ス のセ ン ター棟 にお いて 開催 した。
セ ンター で は、遠 赤 外 お よび テ ラヘ ル ツ波領 域 の 光源 開発 と応 用 研 究 を対 象 と して 、2010
年3月 と2012年3月 に、第3回 お よび第4回 遠 赤 外技 術 に関す る国際 ワー クシ ョップ
(IW-FIRT2010およびIW-FIRT2012)を開催 した。 両 ワー ク シ ョ ップで は、 国内外 か ら多 く
の方 々が 出席 ・講 演 され 、議論 も活 発 に行 な われ 、今 後 の研 究 の指針 を与 え る有 意義 な研 究会
とな った。
一方 、セ ンター は海 外6機 関、 国 内2機 関 と、 「国際連携 に よる 「サ ブ ミ リ波 ジ ャイ ロ トロ
ンの 開発 と応 用 」に関す る研 究推進 」の ため の国 際 コン ソー シ アム を結成 してい る。今 年度 は 、
この 国際 コ ン ソー シア ムの運 営会 議 を兼 ね る形 で 、表記 の国際 シ ンポ ジ ウムを 開催 した。 この
シ ンポジ ウム では 、国際 コ ンソー シア ム参 加機 関に 限 らず 、サ ブテ ラヘ ル ツか らテ ラヘル ツ帯
の ジャイ ロ トロ ン開発 と応 用 に関す る研 究 を展 開 してお られ る方 々 に、最新 の研 究成 果 の講演
を してい ただ くと ともに、解 決す べ き課題 や今 後 あ るべ き展 開お よび期待 に関 して、参加 者 の
間で突 っ込 ん だ議 論 を して いた だ く こ とを 目的 と した。
参加者 は、海 外研 究 期 間か ら6名 、国内 か ら13名 及 びセ ン ター か ら10名 であ った。比 較 的
少 人数 で はあ るが 、その分 、各報 告 には長 め の時 間 を設 定す る とと もに 、セ ッシ ョンの ま とめ
としてのデ ィスカ ッシ ョンの時 間 を確保 で き、有 意義 な議 論 がな され た。 さ らに、シ ンポジ ウ
ムのサ マ リー におい て、遠 赤外 ジ ャイ ロ トロ ンの開発 と様 々 な分野 へ の応 用 によ る研 究 の発展
の意 義 とこれ か らの方 向性 が議 論 され た。ま た、セ ン ター を中心 とす る国 際共 同研 究 体制 の重
要性 が確 認 され 、今 後 、セ ンター が世界 的 な拠 点 と して の機 能 を一 層強化 す る こ とが求 め られ
た。
次ペ ー ジに 、国際 シ ンポ ジ ウムの プ ログ ラム を示 す。
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March  15 (Friday)
Session Chair  No. Time Name Title
High power
gyrotrons
 T. Saito  15A-1 9:00-9:25  M. Thumm Status of High—Power Fusion Gyrotron Development at KIT
 15A-2 9:25-9:50 K. Sakamoto Activities on the high power long pulse gyrotron development in JAEA
 15A-3 9:50-10:15 M. Glyavin High power gyrotrons development at  IAP RAS
15A-4  10:15-10:40  R. Minami
Development of multi—purpose MW gyrotrons for fusion devices by University of
Tsukuba




K. Sakamoto  15A-5  11:00-11:25 W. Kasparek
Millimeter—wave technology for heating and diagnostics of fusion plasma
experiments
15A-6  11:25-11:50 W. Jiang High—Power Microwave Source Development in Nagaoka University of Technology
15A-7 11:50-12:15 S. Sabchevski
Current status and an outlook for further development of the simulation tools for





M. Glyavin  15P-1-1 13:30-14:40 T. Saito Advanced gyrotron project in FIR  FU
15P-1-2 Y. Tatematsu Development of Gyrotron  FU CW G—series
 15P-1-3 R. Ikeda Development of 203 GHz/ 1 kW table—top size gyrotron  FU CW CII
 15P-1-4 Y. Yamaguchi Development of a 300 GHz High—Power Pulse Gyrotron
 15P-1-5 I. Ogawa Stabilization of Gyrotron output power using a feedback control
 15P-2 14:40-15:00 (Discussion) Discussion concerning the talks in March 15
Summary  15P-3  15:00-15:10 (Summary) Summary of International Symposium
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